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勝田神社（かつまだじんじゃ）と天神祭

　公益財団法人となって丸 1 年と半年が過

ぎました。「第 11 回ミマサカコドモ絵画展」

「猪頭佑衣 新免泉 中芝望作品展」も無事終

了。猪頭佑衣先生にお願いしたブックカバー

のワークショップも好評でした。　新年度、

6 月 19 日には、「東儀秀樹コンサート−時空

（とき）を超える雅−」も開催します。どうぞ、

ご期待ください。（E.N）

普及啓発事業

１. 財団ニュース「作州路」18 号の発行

２. 普及講座の開催
     「大好きな本の
　　オリジナルカバーをつくろう」
　  講   師／猪頭　佑衣（陶芸家）
     期　日／平成27 年 2 月 14 日（土）
     会　場／勝央美術文学館　参加者 18 名

　（その他）
     「陶芸入門講座」（年 8 回）
     「陶芸応用講座」（年 8 回）
     「絵画教室」       （年 10 回）
     「ちるどれんずあーとプログラム 」 （年 5 回 )
　  夏休みこども体験講座「木工教室」｢写生教室｣
　  
３．事業協賛に伴うＰＲ活動   
　  「金時祭花火大会」への協賛

芸術文化活動事業

　【主催事業】
　　■絵画展の開催
　　○公募展「第 11 回ミマサカコドモ絵画展」
　　　会　期／平成 27 年 1 月 6 日
　　　　　　　～平成 27 年 2 月 1 日
　　　会　場／勝央美術文学館
　　　　　　　・展示室・町民ギャラリー 1・2

　　
　　○gallery exhibition vol.27
　　　「猪頭佑衣・新免泉・中芝望作品展」
　　　会　期／平成 27 年 2 月 13 日
　　　　　　　～平成 27 年 3 月 15 日
　　　会　場／勝央美術文学館
　　　　　　　町民ギャラリー 1

　　
　　■共催事業の開催
　　○「美輪明宏講演会ー人と文化・生きやすい生き方ー」
　　　日　時／平成 26 年 ６月 21 日
　　　会　場／勝央文化ホール

　［共催事業】

　■企画展の開催

　　≪美術≫

　　○特別展「没後一周忌　水野恭子追悼展」

　　○特別展「没後一周忌　高山始追悼展」

　　○｢福島金一郎没後20年・赤堀佐兵生誕110年

            木村毅生誕120年展｣

　　○特別展「没後一周忌　小林秀明追悼展」

　　○「H26 年度勝央絵画教室作品展」

　　○「第11回陶芸教室の作品展」

　【助成事業】

　　金管4重奏「スピリタス」コンサート

　　はっぴーふれあいコンサート

　　勝央金時太鼓保存会活動

　　勝央町文化協会活動事業

　【後援事業】

　　平成26年度かつたっ子フェスティバル

　　第10回しょうおう町民音楽祭

　　ミュージカル「シンデレラ」　

　　「NHKみんなのうたコンサート」

　　

「猪頭佑衣・新免泉・中芝望
作品展」会場風景

地域の文化活動を応援します！

　当財団は、地域の芸術文化振興の
ための助成活動を実施しておりま
す。詳しい内容は、団体 HP をご覧
ください。

「ミマサカコドモ絵画展」
会場風景
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　7 月 23 日から 25 日に行われる天神祭の際には、
とても賑やかな境内も、この撮影を行った１月上
旬には、ひっそりと静かなたたずまいをみせてい
ました。（手前左に見えるのが本宮、右奥に見える
のが、菅原道真を祀る勝間田天満宮。）

　山田如探により、出雲街道の勝間田宿において天神祭（天神涼）が創始されてからおよそ 200 年。その間数々の

変遷を経て現在の勝間田天神祭となりました。この祭は、今でもこの勝間田の地において地域のつながりを確かめ、

また新たな繋がりを深める重要な催事として土地の人々に愛され大切に守り継がれています。

財団では皆様の貴重な
ご寄付をお待ちしております！

　皆様のご寄付は、地域の文化事業
の実施に役立てられています。
　ご寄付をいただいた皆様は、税額
の控除をうけることが出来ます。

　勝田神社の祭神は祭神は伊弉冉尊（いざなみのみこと）。境内社
としては、八幡神社、天満宮、稲荷神、荒神社、八坂神社、恵比須神社、
弁財天神宮、注連神社、愛宕神社がある。文明 10 年（1487）
塩見一族の祈願所として、塩見貞満が創建。安永元年（1772）
久世出雲守広明も代官富森善右衛門を通じ神輿を寄進した。慶長
六年（1601）大喧嘩があり輿をだすことを禁じていたが、これ
を機に解除。嘉永四年（1851）福田庄太郎ほかの氏子により神
輿の寄進があり、神輿２台となる。毎年７月には、天満宮の祭礼
勝間田天神祭が開かれている。

「陶芸入門講座」の様子

「大好きな本のオリジナルカバー
をつくろう」の様子

勝間田天神祭、昼は部落を親善訪問（戦前）

／『勝央町誌』昭和 59 年発行より

かつまだ



出雲街道宿場考

勝間田天神祭と天神講
妹尾慎太郎（勝央町勝間田）

１. 勝間田天神祭・中之町辺りのようす／昭和 7 年

（「写真で見る勝央の 100 年」石浦浩二編より）

勝間田天神祭の変遷（勝央町誌より）

文政年間

（１８１８～１８３０）　   山田如探が医業の傍ら寺子屋

　　　　　　　　　　　を開き、 菅原道真を祀って天神

                                           講を組織。 金を積み毎年６月に

                                           祭典を行う。

明治10年（1877）頃　   勝間田の子どもたちだけで神

　　　　　　　　　　　輿をかつぎ練り歩いていたもの

　　　　　　　　　　　が、東吉田、小矢田、岡、平

                                           が協賛して行うようになり、              

                                           ２４日、２５日は子どもたちに    

                                           かわり青年団が神輿をかつぐ

                                  ようになる。

大正元年（１９１２）　　   ６月２３日～２５日の３日間

　　　　　　　　　　　行っていたものを、 新暦に改め

　　　　　　　　　　　る。（『勝田郡誌』）

昭和26年（１９５１）　　畑屋部落が参加。

昭和50年（１９７５）　　黒土部落が参加。

　「オッツアン　オッツアン　ダンジリジャ

ソーユウテダマイタ　ワッショイ　ワッショイ

　ワッショイ」と、大きな掛け声で7台の神輿

がそれぞれの地区から勝間田の町内にやって来

て練り歩く姿は勇壮である。

　勝間田の天神祭のはじまりは、江戸時代中期

～後期に、現在の勝間田中之町（商工会前駐車

場あたり）、山田如探という医師が居をかまえ

ていた。山田如探は医業のかたわら、この地区

のこども達のために寺子屋を開き、菅原道真を

祀って、毎年旧暦6月に祭典を行ったことが天

神祭の起源とされている。

　もともと勝間田地区の氏神様の納涼祭であっ

たものが、明治時代を迎え盛んになり、規模も

大きくなって、明治10年頃から東吉田、小矢田、

岡、平地区（畑屋は昭和 26 年、黒土は昭和

50 年から）が参加するようになって、神輿が

７台となった。

　そして、この祭典は、いうまでもなく、全く

子供の自主的な祭典として、各戸より寄付を仰

ぎ、これを資金として、祭典の準備、執行にい

たるまで、各部落の子供が自主的に行うもので、

この集団は各地区毎に、幼児舎（勝間田）、幼

栄舎（平）、幼楽舎（東吉田）、幼誠舎（小矢田）

等と称していた。

　そこで、私の天神講といえば、昭和 16 年に

国民学校 1年から、終戦の年の 20年まで、天

神祭が近づくと、学校から帰ると、すぐ天満宮

の前に集まるのである。そのうち自然に祝詞が

大きな声ではじまる。そのときの祝詞を思い出

して書いてみると・・・

『そもそも正一位天満大自在天神は菅原の道真

公天星の尊と申し奉れば、村上天皇天暦元年九

月九日、北の右近の馬場に御神徳を新たにして

詩歌に申す。月陽はせいせきの如く梅花はしょ

うせいに来たり、あわれんべし、天上てんじて、

ぎょくほうかんばし』

ということであるが、私の記憶が、あまり確

かとはいえないし、これを文字に書きかえる

のは仲々むつかしく充分とはいえないが、こ

れだけのことは、はっきり頭に出て来る。

　それより、もっと記憶力がすごいのが私の

祖母で、勝間田生れの勝間田育ちで、昭和 55

年に 98 才の長命で死去した。その祖母の米寿

の祝の席で、気分よく、今まで私たちが聞い

たことのない歌を沢山唄いだした。その中に

天神講なる祝詞をあげだしたのに一同びっく

りした。

　祖母は明治 16 年生れだから、明治の中頃あ

たりは、女の子もいっしょになって、天神祭が

近づくと、みな天神様の境内で、この祝詞をあ

げていたそうである。記念のテープをとってい

たが、いろいろなことが入っていてややこしい

ので、祖母の元気なうちに天神講の祝詞だけを

テープにとりなおそうと思っていた。あっとい

う間に年月が過ぎて、祖母が92才になってやっ

と祝詞だけのテープがとれた。テープを聞いて、

言葉になおしてみると・・・

『天神は菅原の菅丞相道真公、天星の尊と申し

奉れば、村上天皇天暦元年九月九日、北の右近

の馬場に御神徳をあらたにして心所まします。

神力の高官冥官の端的にしてありがたきこと申

すも、なかなかおろかなり、しろくのくちにの

べがたき、詩歌に曰く、月の光、梅花を輝す

ふしんににたり、金光めぐりてうるおうべしき、

よいのまや都の空に住みもせず、ここのつく

ちの有明の月、この詩歌を百日拝し奉れば、

いかなる無情住せずということなし。おそれ

おそれ身を申す我れたのむ人をむなしくなす

なれば、天が下にて直やらがさん』

以上であるが、この祝詞を京都市の北野天満

宮に送って、見てもらったら何かわかるかも

しれないということで、わけを手紙に書いて

送付した。

　返事によると、天神講の祝詞は固定的なも

のはなく、その土地土地で神職や寺子屋の先

生が作ったものと考えられるとの回答であっ

た。実際、祝詞の例文の書籍は出版されてい

るが、天神講の祝詞や、それに類するものは、

掲載されていない。

さて、天神講のようすであるが、子供達の集

団の活動の中、自分たちが書いた習字や図画

を張った灯籠を取付、その中には、ろうそく

をたて、特別の電飾点灯もあって、火の海の

景観を呈した。夜は大人が神輿をかつぎ、勢

いあまって、すさまじい光景も見られ、いわ

ゆる「けんかまつり」といわれるようになった。

そのため、近郊からも多くの見物人が、押し

かけて来る程の雑踏であった。

　

　「けんか」については、いつの時代からか地

区と地区の間に同盟的な結びつきが生まれ相

対する地区が入り乱れた争いとなった。しかし、

一夜明けると台風一過感情の上に一点のしこ

りも残さないのが、この祭りの特異性である。

これも親睦共楽の菅公の精神が脈々として、

受け継がれているのであろう。

　最終日の夜半、もみにもんだ各地区の神輿が、

それぞれの地区に引き上げた頃、神事納めの

行事が行われる。その行事はとりわけ勝間田

地区のものが、優雅を極めたものである。

　それは、勝間田の駅前から、氏子が捧げる

赤い提灯を先駆として、笛、太鼓の独特の荘

重な楽の音につれて、神輿と共に、静々と進

行する古式豊かな祭典により、三夜にわたる

天神祭の幕を閉じた。

■引用・参考文献

・昭和 59 年発行　『勝央町誌』勝央町誌発行委員会

・昭和 53 年発行　『滝川のほとり』木村増夫著

　天神祭は、その起源が子供の祭典であった

ため、暴力追放が叫ばれ、けんかも警察沙汰

となったこともあって、近年になって、小中

学生のみがかつぐようになった。それに伴って、

道中踊りなども加わり、神輿だけだった昔の

面影から変わりつつある。

２. 妹尾もよさん米寿の祝のようす

あめほしあめほし
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